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2,252,926 『言語文化学』第 17号印刷代 478,950 
858,000 『言語文化学』第 17号発送費 51.990 
4,000 『言語文化学』第 18号印刷代 450,450 
2,768 『言語文化学』第 18号抜刷代 1,890 
立替
1.520 振込手数料 690 





3,119.434 計 3,119,434 
（平成 21年 3月31日現在）
平成 20年度会計担当委員 三宅真紀


































2. 本会の会計年度は 4月より翌年 3月までとする。
149 
第 11条本会の事務局は大阪大学大学院言語文化研究科言語文化専攻内におく。
付則 1. 通常会員は会費として年間 3000円を納める。













(2) 2枚目：論文要旨 (A) (日本語）

























An Unweeded Garden That Grows to Rhyme: 






（朝鮮語例）牲茫叶豆 (GENBUNTaro), 召剋立 (KIMMinho) 
［朝鮮名・中国名の場合は、姓名を分かち書きしないこと。］
（中国語例）胡 琳 (HULin) [ローマ字表記は日本語読み (KORin)等でも可。］
（英語例 1)GENBUN Tarou [姓（全大文字）＋名前（先頭だけ大文字）］
（英語例 2)Tarou GENBUN [名前（先頭だけ大文字）＋姓（全大文字）］
















































































はA4サイズで、横書きとする。和文原稿の場合は、 1ポイントで 40字 x30行、欧
文の原稿の場合、 12ポイントで 30行とする。それ以外の規則は論文、研究ノートに準
じる。提出原稿の形式は以下の通り。
1枚目：書評者名、書評の対象となる本の書名、著者、出版社、（出版地、）出版年度、
ISBN。
2枚目以降：本文
3. 原稿ファイル提出について
掲載が決定した論文原稿については、原稿ファイルをメールで genbunjl@lang.
osaka-u.ac.jp宛てに添付して提出すること。あるいは、 CD-ROM一枚に記録して提出し
てもよい。原稿ファイルは、 Word(.doc), .rtfで読める形式のものにすること。
155 
4. その他
く原稿の種類変更＞ 一度提出された原稿の種類（論文、研究ノート）は、原則として
変更できない。
く投稿内容の変更＞ 投稿希望時の論文タイトルと比べて、内容が大きく異なる原稿を
投稿することはできない。
＜ネイテイヴチェック＞ 本文、論文要旨とも、母語以外で書かれた部分については、かな
らずネイテイヴ・チェックを受けてから提出すること。文章力が著
しく劣る場合は内容の如何にかかわらず不採用となることがある。
く第三者のチェック＞ 一定の水準で査読が行われるために、執鏑者は事前に読み合わせ
を行うなど、投稿前に第三者に目を通してもらうことが望ましい
く無断引用・剰窃＞ 引用箇所については、出典をはっきりと示すこと。査読段階で盗
用・瓢窃が指摘された場合、不採用とする場合がある。
その他執鍮に関して不明な点があれば、大阪大学言語文化学会事務局 (genbunjl@
lang.osaka-u.ac.jp) まで問い合わせること。
